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町政 情報館
　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
に
固

定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
を

所
有
し
て
い
る
方
が
、
そ
の
評
価
額
を
基

に
算
定
さ
れ
た
税
額
を
、
固
定
資
産
が
所

在
す
る
市
町
村
に
納
め
る
も
の
で
す
。

　
都
市
計
画
税
は
、
下
水
道
な
ど
の
都
市

計
画
事
業
の
費
用
に
充
て
る
た
め
、
市
街

化
区
域
内
に
土
地
と
家
屋
を
所
有
す
る
方

が
、
固
定
資
産
税
と
併
せ
て
納
め
る
も
の

で
す
。

　
土
地
と
家
屋
は
、
適
正
な
評
価
額
と
な

る
よ
う
３
年
ご
と
に
「
評
価
替
え
（
評
価

の
見
直
し
）」
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
度

は
こ
の
評
価
替
え
の
年
度
で
す
。

　
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
は
町
税
収

入
全
体
の
約
半
分
を
占
め
て
お
り
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
重
要
な
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◎
税
額
算
定
の
し
く
み

①
固
定
資
産
の
評
価
を
行
い
、「
評
価
額
」

を
決
定

②
法
律
で
定
め
る
計
算
式
を
評
価
額
に
適

用
し
て
、
税
額
の
基
礎
と
な
る
「
課
税
標

準
額
」
を
算
出

③
課
税
標
準
額
に
税
率
（
固
定
資
産
税
１・

４
％
、都
市
計
画
税
０・２
％
）
を
乗
じ
て
、

「
納
め
て
い
た
だ
く
税
額
」
を
算
出

ま
で
据
え
置
か
れ
ま
す
が
、
地
目
の
変
更
、

分
合
筆
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
評
価

額
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◎
課
税
標
準
額
の
特
例
措
置

　
土
地
に
は
、
課
税
の
公
平
化
を
図
る
た

め
の
負
担
調
整
措
置
や
、
住
宅
用
地
の
特

例
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
負
担
調
整
措
置
と
は
、
評
価
額
に
対
す

る
課
税
標
準
額
の
割
合
（
負
担
水
準
）
が

高
い
土
地
の
課
税
標
準
額
を
引
き
下
げ
、

ま
た
は
据
え
置
き
、
一
方
で
負
担
水
準
が

低
い
土
地
は
課
税
標
準
額
を
な
だ
ら
か
に

引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
税
負

担
を
一
定
の
水
準
に
近
づ
け
る
も
の
で

す
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
分
に
お
い
て
は
、

令
和
3
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
税
額
が

上
昇
す
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の

税
額
に
据
え
置
き
さ
れ
ま
す
。

　
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
と
は
、
住
宅
政

策
上
の
観
点
か
ら
、
住
宅
用
地
の
課
税
標

準
額
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

◎
免
税
点

　
同
一
の
人
が
町
内
に
所
有
す
る
固
定
資

産
の
課
税
標
準
額
（
複
数
所
有
す
る
場
合

は
項
目
ご
と
の
合
計
額
）
が
、
次
の
額
に

満
た
な
い
場
合
に
は
、
両
税
と
も
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。

土
地　
30
万
円　
家
屋　
20
万
円

償
却
資
産　
1
5
0
万
円

　
土
地
の
評
価
額
と
は
、
総
務
大
臣
が
定

め
る
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
算

定
し
た
「
適
正
な
時
価
」
の
こ
と
を
い
い
、

売
買
実
例
価
額
な
ど
を
基
に
算
定
し
ま

す
。
こ
の
「
適
正
な
時
価
」
と
は
、
正
常

な
条
件
に
お
い
て
当
事
者
間
で
成
立
す
る

取
引
価
格
を
い
い
ま
す
。
町
で
は
、
不
動

産
鑑
定
士
に
よ
る
鑑
定
評
価
な
ど
を
活
用

し
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
宅
地
な
ど
の
土
地
の
評
価
額
は
、
令
和

２
年
１
月
１
日
時
点
の
不
動
産
鑑
定
評
価

額
の
７
割
を
め
ど
と
し
て
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
が
、
同
日
以
降
に
地
価
の
下
落
が

見
ら
れ
た
地
点
で
は
、
７
月
１
日
ま
で
の

地
価
動
向
な
ど
を
反
映
し
て
評
価
額
の
見

直
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
評
価
額
は
原
則
と
し
て
次
の
評
価
替
え

　
家
屋
は
、
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ

い
て
、
再
建
築
価
格
を
基
に
評
価
し
ま
す
。

　
再
建
築
価
格
と
は
、
評
価
替
え
の
時
点

で
同
一
の
家
屋
を
新
築
す
る
場
合
に
必
要

と
さ
れ
る
建
築
費
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
既
存
家
屋
の
評
価
額
は
、
再
建
築
価
格

に
建
築
物
価
の
変
動
割
合
や
、
建
築
時

か
ら
の
経
過
年
数
に
よ
る
資
産
価
値
の
減

少
分
を
考
慮
し
て
見
直
し
ま
す
。
そ
の
評

価
額
が
前
年
度
の
評
価
額
を
超
え
る
場
合

は
、
前
年
度
の
評
価
額
に
据
え
置
き
、
引

き
上
げ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
事
業
者

が
事
業
の
た
め
に
用
い
る
機
械
や
器
具
な

ど
の
資
産
の
こ
と
で
、
申
告
書
に
基
づ
い

て
評
価
し
ま
す
。
毎
年
、
法
定
耐
用
年
数

に
基
づ
く
減
価
率
（
定
率
法
）
に
よ
り
課

税
標
準
額
を
算
定
し
ま
す
。

税金
固
定
資
産
税・都
市
計
画
税
の
基
礎

固
定
資
産「
評
価
替
え（
評
価
の
見
直
し
）」の
年
度
で
す

税
務
課 

資
産
税
班
☎（
内
線
）３
２
７
８

  
土
地
の
評
価

  

家
屋
の
評
価

 

償
却
資
産
の
評
価

固定資産縦覧帳簿
縦覧のお知らせ

　「縦覧」とは、固定資産税の税額
算定の基礎となる評価額などの内
容を、あらかじめ納税者の皆さん
が確認できる制度です。縦覧期間
中は自らが所有する部分の評価額
などが無料でご覧になれるほか、
名寄せ帳の写しを無料でお渡しし
ています。
◎対象　令和3年1月1日現在、町
内に土地・家屋を所有する納税者
や納税管理人など
※本人確認書類（マイナンバー

カードや運転免許証など）をお
持ちください。また、代理人は委
任状、相続人は戸籍謄本などを
お持ちください。

◎日時　4月1日（木）～ 5月31日
（月）の平日　午前8時30分～午後
5時15分
◎場所　役場1階税務課 資産税班

税務課 資産税班☎（内線）3278
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町
議
会
３
月
定
例
会
で
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
に
八
木 

章
さ
ん
（
半

原
）
を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
、
４

月
１
日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
、

令
和
6
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で

す
。

　
役
場
や
各
公
共
施
設
に
お
い
て
事
務
補

助
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
身
分
は
、
地
方
公
務

員
法
第
22
条
の
２
に
規
定
さ
れ
て
い
る
会

計
年
度
任
用
職
員
（
非
常
勤
の
地
方
公
務

員
）
で
す
。

　
業
務
内
容
や
勤
務
条
件
な
ど
は
勤
務
す

る
所
属
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
応
募
方
法　
「
会
計
年
度
任
用
職
員
選

考
申
込
書
兼
経
歴
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
総
務
課
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
申
込
書
兼
経
歴
書
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
総
務
課
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

◎
任
用
期
間　
最
長
で
１
会
計
年
度
（
令

和
４
年
３
月
31
日
ま
で
）

◎
勤
務
場
所　

愛
川
町
役
場
各
課
な
ど
。

基
本
的
に
は
愛
川
町
役
場
内
と
な
り
ま
す

が
、
勤
務
す
る
所
属
に
よ
っ
て
勤
務
場
所

が
異
な
り
ま
す
。

人事募集
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

八
木 

章
さ
ん
が
選
任

会
計
年
度
任
用
職
員（
事
務
補
助
員
）を

募
集
し
て
い
ま
す

税
務
課 

町
民
税
班
☎（
内
線
）３
２
７
２

総
務
課 

総
務
法
制
班
☎（
内
線
）３
２
１
５

八木委員

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き

や
、
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
申
請
す
る
こ
と

で
保
険
料
納
付
が
免
除
、
一
部
納
付
ま
た

は
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
納
付
が
困
難
な
学
生
を
対

象
に
、
申
請
す
る
こ
と
で
在
学
中
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
過
去
分
の
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
期
間
は
、
申
請

時
点
の
2
年
1
カ
月
前
の
月
の
分
ま
で
で

す
。
例
え
ば
、
令
和
3
年
4
月
に
申
請

す
る
場
合
は
平
成
31
年
3
月
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
方

は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
対
象　

前
年
所
得
額
が
1
2
8
万
円

以
下
の
、
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
の

学
生
。
扶
養
親
族
や
社
会
保
険
料
控
除
な

ど
が
あ
る
方
は
、
基
準
と
な
る
所
得
額
が

異
な
り
ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
学
校　

大
学
、
大
学
院
、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

特
別
支
援
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校
（
修
業
年
限
が
1
年
以
上
の
課
程
に
在

籍
し
て
い
る
こ
と
。
私
立
の
場
合
は
都
道

府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
て
い
る
こ
と
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
な
ど
。
夜

間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
課
程
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

◎
申
請
場
所　
町
国
保
年
金
課
（
在
学
中

の
学
校
が
学
生
納
付
特
例
事
務
法
人
の
指

定
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
学
校
の
窓
口

で
も
申
請
で
き
ま
す
）

◎
必
要
書
類　
年
金
手
帳
、
在
学
証
明
書

ま
た
は
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）、
失
業
し

た
場
合
は
離
職
票
・
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
な
ど
。
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
、

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
。

◎
承
認
期
間　

1
年
度
ご
と
の
承
認
で

す
。
令
和
3
年
度
分
は
、
令
和
3
年
4
月

分
～
令
和
4
年
3
月
分
で
す
。

◎
令
和
3
年
度
分
の
申
請
期
間　
4
月
1

日
（
木
）
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。
申
請
が

遅
れ
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
障

害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
要
件
と
な
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

年
度
途
中
で
20
歳
に
な
る
方
は
、
そ
の
前

日
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

年金
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
・

学
生
納
付
特
例
制
度
の
お
知
ら
せ

厚
木
年
金
事
務
所
☎
０
４
６（
２
２
３
）７
１
７
１

　
町
国
保
年
金
課 

国
保
年
金
班
☎（
内
線
）３
３
７
９

  

学
生
納
付
特
例
の
申
請
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（　

）
は
前
任
校
な
ど

◎
中
津
小
学
校　
小
林
悦
子
（
菅
原
小
総
括

教
諭
）、白
濵
由
美（
中
津
第
二
小
総
括
教
諭
）、

端
山　
洋
（
中
津
第
二
小
）、
新
藤
千
尋
（
菅

原
小
）、
石
川
有
佳
（
菅
原
小
）、
山
下　
南

（
新
採
用
）、
立
河
磨
大
（
新
採
用
）、
影
山
祐

子
（
養
護
・
中
津
第
二
小
）
◎
高
峰
小
学
校

校
長　
井
上
真
彰
（
田
代
小
校
長
）、
小
林
恵

美
（
清
川
村
立
緑
小
）、片
貝
麻
矢
（
新
採
用
）

◎
田
代
小
学
校　
校
長　
片
山
智
絵
子
（
清

川
村
立
宮
ヶ
瀬
小
校
長
）、
田
畑
桂
子
（
中
津

小
総
括
養
護
教
諭
）、
小
山
晋
太
郎
（
事
務
・

中
津
第
二
小
）
◎
半
原
小
学
校　
教
頭　
久

古
郁
夫
（
愛
川
中
教
頭
）、
斉
藤
美
香
（
中
津

第
二
小
総
括
教
諭
）
◎
中
津
第
二
小
学
校　

井
上
和
美
（
半
原
小
総
括
教
諭
）、
青
木
美
咲

（
中
津
小
）、宮
副
倫
典
（
座
間
市
立
座
間
小
）、

及
川　
葵
（
新
採
用
）
◎
菅
原
小
学
校　
教

頭　
前
盛
朋
樹
（
中
津
小
教
頭
）、
風
間
奈
々

子
（
高
峰
小
総
括
教
諭
）、
松
本
由
梨
（
厚
木

市
立
上
依
知
小
）、
土
田
将
悟
（
座
間
市
立
座

間
小
）、小
林
豊
武
（
新
採
用
）、本
所
元
哉
（
新

採
用
）
◎
愛
川
東
中
学
校　
教
頭　
大
塚　
隆

（
中
津
第
二
小
教
頭
）、
川
勾　
睦
（
愛
川
中

原
中
総
括
教
諭
）、橋
本
浩
志（
愛
川
中
原
中
）、

宮
里
拓
也
（
愛
川
中
原
中
）、相
澤
健
太
朗
（
新

採
用
）、
有
泉
絵
里
子
（
新
採
用
）
◎
愛
川
中

学
校　
教
頭　
須
山
満
夫（
愛
川
東
中
教
頭
）、

米
澤
明
範
（
愛
川
東
中
総
括
教
諭
）、
大
矢
哲

平
（
新
採
用
）
◎
愛
川
中
原
中
学
校　
岩
上

晋
司
（
愛
川
中
総
括
教
諭
）、
横
内　
健
（
厚

木
市
立
藤
塚
中
）、
土
持
恵
美
（
愛
川
東
中
）、

君
嶋
拓
人
（
愛
川
中
）、嶋
崎
美
沙
（
新
採
用
）、

中
山
希
美
（
事
務
・
新
採
用
）

（　

）
は
前
任
校
な
ど

◎
中
津
小
学
校　
教
頭　
粟
根
幸
子
（
菅
原

小
総
括
教
諭
）、
総
括
教
諭　
齊
藤　
愛
（
同

校
教
諭
）
◎
田
代
小
学
校　
総
括
教
諭　
熊

坂
源
太
（
同
校
教
諭
）
◎
中
津
第
二
小
学
校

教
頭　
篠
原
純
也
（
中
津
小
総
括
教
諭
）、
総

括
教
諭　
菖
蒲
田
真
希
（
同
校
教
諭
）
◎
菅

原
小
学
校　
校
長　
中
村
慎
輔
（
同
校
教
頭
）

（　

）
は
新
任
校
な
ど

◎
中
津
小
学
校　
霜
島
裕
介
（
県
央
教
育
事

務
所
）、
渡
邊
勇
人
（
座
間
市
立
旭
小
）、
萩

原
夕
貴
（
青
森
県
）、吉
度
航
太
朗
（
岩
手
県
）

◎
高
峰
小
学
校　
佐
藤
美
喜
（
厚
木
市
立
依

知
南
小
）、
中
村
良
美
（
座
間
市
立
栗
原
中
）

◎
菅
原
小
学
校　
藤
元　
良
（
座
間
市
立
座

間
小
）
◎
愛
川
東
中
学
校　
宮
川
佳
子
（
厚

木
市
立
荻
野
中
）、
松
﨑
裕
司
（
厚
木
市
立
相

川
中
）

伊
従
京
子
（
高
峰
小
校
長
）、
佐
藤
千
代
乃

（
菅
原
小
校
長
）、染
矢
智
美
（
半
原
小
教
頭
）、

宮
崎
由
紀
子
（
中
津
小
総
括
教
諭
）、
大
塚
誠

一（
田
代
小
総
括
教
諭
）、佐
藤
秀
夫（
愛
川
中
）

町政 情報館

４
月
１
日
付
、
主
幹
級
以
上
、（　

）
は
前
職

危
機
管
理
室
長　
奈
良
幸
広（
総
務
課
長（
兼
）

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）、
総
務
部
総
務

課
長
（
兼
）
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　
諏

訪
部
紀
保
（
財
政
課
専
任
主
幹
）、
同
部
管
財

契
約
課
長　
斉
藤
秀
樹
（
都
市
施
設
課
長
）、

民
生
部
健
康
推
進
課
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
準
備
担
当
課
長　
榎
本
秀
幸

（
同
課
専
任
主
幹
）、
建
設
部
都
市
施
設
課
長

中
村
健
二
（
管
財
契
約
課
長
）、
消
防
署
本
署

警
備
第
一
課
長　
伊
従
彰
芳
（
本
署
警
備
第

二
課
長
）、
同
本
署
警
備
第
二
課
長　
茅 

英

樹
（
半
原
分
署
長
）、
同
半
原
分
署
長
（
専
任

主
幹
）　

曽
我
和
典
（
危
機
管
理
室
専
任
主

幹
）、
総
務
部
企
画
政
策
課
専
任
主
幹　
六
反

吉
和
（
同
課
主
幹
）、
民
生
部
子
育
て
支
援
課

専
任
主
幹　
髙
橋 

誠
（
総
務
課
専
任
主
幹
）、

高
峰
保
育
園
園
長
（
専
任
技
幹
）　
和
田 

操

（
同
園
長
（
技
幹
））

総
務
部
財
政
課
主
幹　
中
村
秀
太
朗
（
行
政

推
進
課
副
主
幹
）、
同
部
管
財
契
約
課
主
幹　

小
島
謙
治
（
同
課
副
主
幹
）、
同
部
税
務
課
主

幹　

高
橋 

薫
（
美
化
プ
ラ
ン
ト
主
幹
）、
民

生
部
福
祉
支
援
課
主
幹　
小
島 

亘
（
教
育
総

務
課
主
幹
）、
同
部
子
育
て
支
援
課
主
幹　
成

瀬
明
子
（
同
課
副
主
幹
）、
半
原
保
育
園
園
長

高
橋
圭
子
（
同
副
園
長
）、
中
津
保
育
園
園
長

藤
田
喜
代
子
（
半
原
保
育
園
園
長
）、
中
津
南

保
育
園
園
長　
本
間
美
帆
（
同
副
園
長
）、
半

原
保
育
園
副
園
長
（
技
幹
）　
田
口
玲
子
（
高

峰
保
育
園
副
園
長
（
副
技
幹
））、
田
代
保
育

園
副
園
長
（
技
幹
）　
横
山
洋
子
（
同
副
園
長

（
副
技
幹
））、
民
生
部
国
保
年
金
課
技
幹　
江

藤
陽
子
（
健
康
推
進
課
技
幹
）、
環
境
経
済
部

環
境
課
主
幹　
阿
部
成
彦
（
同
課
副
主
幹
）、

美
化
プ
ラ
ン
ト
主
幹　

齊
藤
真
悟
（
第
一
号

公
園
体
育
館
主
幹
）、
会
計
課
主
幹　
大
貫
和

春
（
同
課
副
主
幹
）、
監
査
委
員
事
務
局
主
幹

門
倉 

恵
（
中
津
公
民
館
主
幹
）、
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
主
幹　

熊
坂
健
一
（
福
祉
支

援
課
主
幹
）、
水
道
事
業
所
技
幹　
成
井
宏
幸

（
同
副
技
幹
）、
消
防
署
本
署
警
備
第
一
課
主

幹　
湯
澤
勇
人
（
本
署
警
備
第
二
課
主
幹
）、

同
本
署
警
備
第
一
課
主
幹　
森 

秀
作
（
半
原

分
署
主
幹
）、
同
本
署
警
備
第
二
課
主
幹　
長

谷
川
晴
之
（
本
署
警
備
第
一
課
主
幹
）、
同
本

署
警
備
第
二
課
主
幹　
大
島
康
洋
（
同
課
副

主
幹
）、
同
本
署
警
備
第
二
課
主
幹　
沼
田
将

明
（
同
課
副
主
幹
）、
同
本
署
警
備
第
二
課
主

幹　
芳
沢
裕
介
（
半
原
分
署
副
主
幹
）、
同
半

原
分
署
主
幹　
河
野
由
文
（
本
署
警
備
第
二

課
主
幹
）、同
半
原
分
署
主
幹　
菅
原
良
太（
同

副
主
幹
）、
同
半
原
分
署
主
幹　

広
川 

哲
（
本

署
警
備
第
二
課
副
主
幹
）

大
貫
伸
一
（
美
化
プ
ラ
ン
ト
技
能
主
査
）

  

課
長
級

  

主
幹
級

  

定
年
退
職
（
3
月
31
日
付
）

  

昇
任
（
４
月
１
日
付
）

  

転
出
（
3
月
31
日
付
）

  

定
年
退
職
（
3
月
31
日
付
）

  

町
職
員
の
人
事
異
動

  

転
任
・
転
入
（
４
月
１
日
付
）

  

教
職
員
の
人
事
異
動


